
学年３桁の成績から理数科で２番になったＡ君
　現在、松高理数科の１年に在籍するＡ君が青木塾に入塾したのは、高校に入学してすぐの頃でした。入学当初の彼の数学の成績は、普通

科と理数科を合わせた計 320 人ほどの中で 124 番というもので、更にそれから 100 日ほど経った時点で行われた高校で最初の模試である

７月の進研模試でも学年順位は 234 番に過ぎず、決して数学が得意であるとは言い難い状況でした。ところが、青木塾に入塾して８ヶ月

近く経って行われた前期期末テストでは、普通科よりもずっと授業進度が速い理数科の数学のテストにおいて、数学２科目総合で理数科で

２番になりました。理数科の数学の成績が２番ということは、実質的に学年２番と言っても良い成績だと思いますが、この成績向上は極め

て素晴らしいものだと思います。

　ところで、Ａ君が青木塾に入塾したのは、彼の兄さんが高３になる直前に青木塾に入塾し、文系に所属しながら青木塾で理系数学を修得

し、国立大学の医学部医学科に合格したのがきっかけです。青木塾ならば、たとえ学校では文系に所属していたとしても、国立大の医学部

合格に必要な高度な数学力を身につけることが可能です。今後、Ａ君の更なる学力向上が期待されます。
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